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テーマ︓河川改修事業等（河道掘削等）における⼯夫事例
No. 発表題名 コメント コメント コメント 総評

1
網⾛川における川の営⼒を
活かした川づくり

過年度の施⼯の結果や学識者の意⾒を踏まえ、試験施⼯に取
り組むなど、丁寧な分析により取り組まれている点が評価で
きる。今後のモニタリング結果について⼗分な分析の上、本
施⼯を実施いただきたい。

毎年確実に発⽣する融雪出⽔流量から無次元掃流⼒によるレ
キの移動判定を⾏い、維持可能な河道幅を設定することで、
河床低下対策、樹林化抑制の双⽅の実現可能性が伺えた。今
後のモニタリング結果に期待。

川の営⼒による礫の堆積状況を事前に想定するだけでなく、
計画の妥当性を検証する⽬安を設定し、モニタリングしてい
る点は評価できる。サケ・マスの産卵状況も併せて報告され
るとより良かったと思う。

流下能⼒不⾜に対する河積確保をしながら，河床環境
の回復もはかろうとする取り組みの好事例．⼟砂は今
後も動くのでぜひとも経過観察を続けてほしい．

2

江⼾川 ⽟葉橋付近の河道
掘削について
〜江⼾川内の⾃然遷移と⼈
為的改変〜

同⼀河川の多数の掘削事例及び継続的なモニタリングから、
湿地環境やワンドの整備に関する知⾒をまとめており、参考
となる事例である。今後、掃流⼒や再堆積量とその変化速度
等、定量的な分析にも期待したい。

⾃然攪乱が起こりづらい江⼾川において⼈⼯的な攪乱により
多様な⾃然環境を創出することで⽣物の多様性を確保する取
り組みについて、⼯種別の効果、環境が維持される期間など
を統計的に処理されるとより、その効果を定量的に評価出来
るのではないか︖

⼤河川下流部の複断⾯河道で変化する環境を丁寧にモニタリ
ングし、原因分析の上、多様な⼿法の試⾏をしていることは
評価できる。⾃然の営⼒の活⽤や課題を踏まえた改善策も報
告されるとより良かったと思う。

経年変化も把握した上で，定期的な⾼⽔敷切り下げに
よって湿地再⽣を図ろうとするワークフローとしてか
なり熟度が⾼い．掘削形状についても⼯夫を重ねてお
り，物理環境と⽣物のモニタリングを続けてほしい．

3
希少⿂類ミミズハゼ類の保
全を⽬的とした⼯事施⼯時
における⼯夫事例

⾏政のみでなく、JRや電⼒会社や砂利組合も含めた連携の枠
組みを構築しており、実効性を持って施⼯業者により取り組
まれている点が他の参考となる。この取組本来の⽬的であ
る、希少⿂種への効果も検討しつつ、継続した取り組みに期
待したい。

地域固有の希少種であるミミズハゼ類の保全に関わり、伏流
⽔が湧出する砂礫の深所(深さ約20〜100cm)に⽣息する特性
も踏まえ環境DNA調査により⼯事の配慮の効果を確認する⼯
夫がなされていた。

河⼝部の希少⽣物の環境を保全するため、改変を⾏う際の検
討⼿続きが、有識者や地元関係者との間で体系⽴てられ、こ
れまでの知⾒も蓄積されていることは評価できる。

ナガレミミズハゼという特殊な⽣物に着⽬した配慮を
施⼯業者も含めて丁寧に⾏った事例．その他の⽣物種
への配慮はどうなのか気になった．

4
千曲川中流域における⾃然
再⽣事業とモニタリング計
画の検討

丁寧なモニタリングが実際されており、河道の応答や植⽣繁
茂状況等を分析の上、モニタリングの継続要否を判断してい
る点が評価できる。

レキ河原再⽣、ヨシ・ヤナギなどの千曲川らしい⽔際環境の
再⽣を⽬指し①〜③の各箇で対策が実施されていた。所毎の
河川の物理環境も踏まえた環境の変遷、効果分析が出来ると
さらに展開が図れるのではないか︖

モニタリングの⽬的を踏まえ、モニタリング継続の判断基準
や施⼯中のモニタリングの必要性などを検討されている点は
評価できる。出⽔後、施⼯後のそれぞれのモニタリング結果
の違いや施⼯中モニタリングの結果を今後の管理に活⽤され
ることを期待する。

⾃然営⼒による河道内樹林の流失まで⾒越した計画と
順応的管理がなされている先⾏事例．モニタリングの
結果が，写真でごく簡単に説明されていたが，より詳
細なモニタリング結果が知りたい．ヤナギやハリエン
ジュは遠⽬に⾒て⽬⽴たなくても成⻑速度が早く油断
は禁物．

5
豊川流域におけるネコギギ
保全のための環境改善およ
び地域保全の取り組み

ネコギギの保全のために、⼗分な分析の元、様々な対策を実
施し、その効果を定量的に把握し、更なる対策に繋げている
点が評価でき、他の参考となる事例である。

ネコギギの⽣息環境を分析したうえで場の創出と、持続的な
環境の保全のための⼈材育成を組み合わせた興味深い事例で
あった。

⽣息環境を技術的に検討の上、場の創出を⾏い、⽣物種のモ
ニタリングにより、その仮説が正しいことを検証されている
好事例といえる。また、⾃然の営⼒の活⽤や環境学習の材料
とすることで地域連携も⾒据えている点も評価できる。

設楽ダム建設事業において課題となっていたネコギギ
の保全について取り組まれてきた実践の報告．ネコギ
ギの⽣態，⽣活史を丁寧に把握した上で，⾃然共⽣研
究センターなどの基礎研究も活かして，瀬淵スケー
ル・河床環境スケールでの⽣息場形成の技術につなげ
た息の⻑い総合的な仕事．地域への普及啓発活動も素
晴らしい．環境保全措置としてどれくらいの箇所数で
実施していけば良いのかは不明．

6
⼀級河川⽇野川⽔系野上川
での河川整備における⼯夫

背後地による制約条件と特別天然記念物のオオサンショウウ
オという難しい条件下での河道改修として、参考となる事例
である。

地域の⽣業への配慮と、限られたヤードの中での環境への配
慮を組み合わせた事例であり、中⼩河川における取り組みと
して⽔平展開が期待される。

河川環境や周辺の制約条件などを整理した上で、当該箇所で
の多⾃然川づくりとしての⽬指すべき姿を検討している点は
評価できる。課題も分析されているため、今後の改善に期待
したい。

オオサンショウウオへの配慮は感じられるが，護岸の
明度・テクスチャー，河岸の粗度の確保，河床環境な
ど，まだ改善の余地はありそう．結構急勾配なので，
本来の川の姿がどうだったのか気になっています．
（露岩河床だったのか）

7
物部川における段階的な⾼
⽔敷整備について

礫床河川に共通する問題について、現状の課題をしっかりと
抽出して、⼯夫を凝らした対策を実施している点は、他の参
考となる事例である。

現場発⽣材料を⽤い、瀬淵環境の創出を⾏う⼯夫がされてお
り、今後、出⽔時に河岸浸⾷が発⽣しないかなど、河川管理
施設とのしての効果検証もしっかりとモニタリングして欲し
い。

河⼝部に保全すべき河川環境があることを踏まえ、環境の改
変をおさえて⾃然の営⼒の活⽤を期待するとともに、下流へ
の⼟砂供給が少ない流域全体の⼟砂移動の状況も踏まえ、改
変を加える部分には上流の河床材料を活⽤し、多様な⾃然環
境の創出を⾏っている好事例。今後、モニタリングデータの
結果も踏まえ、順応的管理が⾏われることを期待する。

⾼⽔敷を⽔制で防御しながら低⽔路の河川地形・河床
環境にも好ましい影響を与えようとする⽅向性は，治
⽔と環境の調和，⾃然の営⼒の活⽤という観点でも⾼
く評価されるべき好事例．


